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杉並区立和田中・「夜スペ」を見る。

ことの発端は、杉並区立和田中学校で始められよう

としていた進学塾「ＳＡＰＩＸ」の講師による夜間特

別授業「夜間スペシャル（夜スペ）」に対し、東京都

教育委員会が中止を求めたことだった。

和田中学校は、リクルート出身の藤原和博氏が校長

をつとめる。

この「夜スペ」に対して都教委は

① 希望しても受けられない場合があり、機会均

等の確保に疑問がある

② 特定の塾が学校を利用して営利活動をしてい

ると疑われかねない

などと指摘して、再考を求める指導を行った。

しかし都教委は後に、「『夜スペ』は『地域支援本

部』（地域の有志などがつくるボランティア団体）が

主催する教育活動外」であり、問題点もクリアされた

として、突如容認に転じる。これには石原東京都知事

の意向が強く働いたとも言われている。

この「夜スペ」は、マスコミの報道によって一躍全

国の注目を集めることとなる。

教育関係者の多くがきわめて批判的だったのに対し、

マスコミは概して好意的だったことも特徴的だった。

「夜スペは楽しい」というけれど‥‥

私は、「夜スペ」についての論点は、都教委の当初

の指摘に尽くされていると思っている。

しかし、本当にこれらの問題点はクリアできたのだ

ろうか。私は、和田中学校を訪れて自分の目で「夜ス

ペ」の現場を訪ねてみることにした。

私が和田中を訪れたのは雨の降る３月の夜。藤原校

長が直接対応してくださった。

ひとしきり藤原校長の話をうかがったところで、教

室に案内していただく。

この日の「夜スペ」に参加していた生徒は１７名。

男子４名に対し、女子は１３名と圧倒的に女子が多い。

当初は希望者がほとんどなく、

ある女子部活の顧問が部員を説

得して集めたためだという‥‥

ＳＡＰＩＸの講師の数学の授

業がはじまる。内容は進学塾の

授業そのものである。

この「夜スペ」の風景を、２月２８日の毎日新聞は

こう報じて高く評価している。

印象に残ったのは子どもたちの表情だ。「授業は

楽しい」と生き生きとした表情で口をそろえた。

それはそうだろう。受験のための授業だからといっ

て、無味乾燥とは限らない。同質な少数の生徒が集ま

れば、効率の良い「わかる楽しさ」も味わえる。

ましてマスコミで連日、全国報道されているのだ。

参加した生徒が好意的な反応を示すのは当然である。

こんなことは評価の理由にはならない。問題は都教

委のいう「希望しても受けられない生徒」がいたかど

うか、その生徒はどう考えているのか、ということだ。

藤原校長は私に、「説明会で、中間テストの合計点

が４００点以上の生徒のための授業だと繰り返し念を

押した」と語った。言外にそれ以下の生徒はだめだと

言っているに等しい。実際、当初の希望者のうち２名

は説得によって参加を断念させられた、という。

いま和田中の生徒たちの間に、どんな思いが錯綜し

ているのだろう。「夜スペ」を報じたあるテレビのニ

ュースに、「あれは僕たちの授業ではないから」と冷

ややかに答えた一般の生徒の姿も映し出されていた。

これは、ごく少数の声にすぎないのだろうか。

「教育の効率」と「品質」は別

一方、マスコミを中心に「夜スペ」を「成績上位者

の『吹きこぼれ』に対応してこなかった公立学校のあ

り方に一石を投じたもの」として評価する声がある。

しかし、藤原校長はその著書である「校長先生にな



ろう！（日経ＢＰ社）」の中で、こう書いたはずだ。

私立は受験によって偏差値で足切りしているか

ら、『教育の効率』はたしかに上がる。勉強につ

いていけなかったり、極端に素行の悪い子は排除

してある『同質集団』なのだから、ある知識を伝

えたときに、理解し定着する効率はよい。

だが、これは教育の品質（クオリティ）とは別

問題だ。知識が伝わるスピードが上がり、量的な

効率が上がるということに過ぎない。より深い思

考や豊かな学びといった『教育の効果』がほんと

うに高いのかといえば、疑問が残る。

この藤原校長自身の言葉こそ、「夜スペ」に対する

もっとも端的な批判ではないのだろうか。

「夜スペ」は営利活動ではないのか

都教委のふたつめの指摘である「特定の塾が学校を

利用して営利活動をしている」という点はどうだろう。

都内にも塾の講師が補習を行っている学校がないわ

けではない。しかし、その場合でも希望者は全員参加

できるし、費用など徴収しない。

「夜スペ」は特定の生徒しか受講できず、しかも有

料である。まったく質が異なる。

「ＳＡＰＩＸは実費（月額１万８千円）を徴収して

いるだけで、利益はない。だから営利活動ではない」

と藤原校長はいう。しかし、私が和田中を訪ねたとき、

藤原校長がこう語ったことを私は聞き逃さなかった。

「ＳＡＰＩＸにとって『夜スペ』だけでは赤字だ。

彼らも、学校を使った新しいビジネスモデル開発のた

めのにやっているんだ」

つい本音が出たのだろう。臆面もない発言である。

少子化で、進学塾はどこも生徒の奪い合いになりつ

つある。「夜スペ」が認知されれば、受験産業にとっ

てはまさに「新たなビジネスモデル」となる。

これと進学実績を上げたい藤原校長の利害が一致し

たのだ。これが営利活動でなければ、何なのだろう。

「地域支援本部」主催というトリック

「『夜スペ』は地域支援本部が主催する教育活動外

である」という論理も、成り立つのだろうか。

１２月に配布された「和田中の校舎を使って夜間に

塾を開きます」という文書は、「和田中学校長 藤原

和博」名で出されている。地域支援本部長名ではない。

保護者はこの文書を見れば、当然「学校の主催なの

だ」と判断したはずだ。

私は訪問当日、和田中で「夜スペ」の主催者である

はずの地域支援本部の責任者の姿を探した。しかし、

そんな人の姿は最後まで一度も見かけなかった。

「地域支援本部主催の教育外活動」などという主張

は、とうてい納得できるものではない。

藤原校長の姿しか見えない

私は、藤原校長の業績には公立学校が真摯に受け止

めるべきものも少なくない、と思っている。

先にあげた「校長先生になろう！」は、先入観を捨

てて一読することをお勧めする。共感するところも多

いはずだ。

しかし、私がつねに感じたのは、「藤原校長ひとり

の姿だけが見えて、生徒や保護者、教職員の姿が見え

ない」という違和感だった。

もし「夜スペ」が教職員の間で十分議論され、合意

の元でスタートした事業なら、マスコミにもっと一般

の教職員が登場しても不思議ではない。

現実には、教職員の間では「あの校長に何を言って

も無駄だ」というあきらめが蔓延している、という。

保護者の声も聞こえてこない。３月２２日、藤原校
、、、

長は「ＰＴＡを学校支援本部の下に統合し、市Ｐ連を
、、

脱退する」と発表した。

またも主語は「藤原校長」である。この件ではＰＴ

Ａ総会さえ開かれていないという。

「互いが競い合うことで、全体の質が向上する」と

いうのが学校選択制の謳い文句だったはずだ。

しかし、杉並区で和田中学校は一人勝ちである。

何かと脚光を浴びる和田中学校を希望する生徒は激

増した。一方、地道に教育活動にとりくむ近隣の中学

校の生徒減は著しい。他校のＰＴＡ活動も、和田中の

Ｐ連脱退でなんらかの影響を被るだろう。

この３月、教育への市場原理導入のシンボル・藤原

和博校長は多大な「業績」をあげて退任した。彼の去

った後、杉並の教育には何が残ったのだろうか。


